
作成日

8 時 30 分から 17 時 00 分まで

( 9 時 00 分から 13 時 00 分まで)

法人理念

支援方針

営業時間

(サービス提供時間)
送迎実施の有無

課題療育
(週案に沿って

提供)

5領域との関連
性

運動・感覚

運動・感覚
認知・行動

健康・生活
認知・行動

運動・感覚
認知・行動
言語・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

人間関係・社会性

プログラム

着席活動
(朝の会)

(お帰りの会)

マッサージ

体操
トランポリン
リズム遊び

昼食(お弁当)
おやつ

発達支援センターみなみあいづ　ひかり園 ＜ 児 童 発 達 支 援 ＞

支援プログラム

令和8年4月1日

地域社会の委託に応え、地域社会で求められる社会福祉領域に参加し、地域社会で弱い立場で生活
する人たちと連帯し共生して相互に人間形成と社会参加を支援し、ともに連帯して豊かな社会形成
を目的とする。

・児童が日常生活における基本的動作及び知識技能を習得し、並びに集団生活に適応することがで
きるよう、その児童の心身の特性を踏まえて、その有する能力に応じて、適切な日中活動、日常生
活上の支援を行う。
・児童及び保護者の意思及び人格を尊重し、常に児童及び保護者の立場に立って支援の提供を行
う。
・児童の人権擁護、虐待防止等のため、必要な体制の整備を行うとともに、職員に対して研修を実
施する等の措置を講じる。
・地域との結び付きを重視し、関係市町村、他の障害児通所支援事業所、地域の保健・医療・福
祉・教育サービス等との綿密な連携を図り、総合的な支援の提供に努める。
・定期的に提供する障害児通所支援の質の評価を行い、より良い支援が提供できるよう常にその改
善を図る。

あり
※要相談

支援内容

着席への適応やその様子(姿勢、態度)、お話する人に注目すること、話を聞いて
捉えること、1日のプログラムを確認して見通しを持つこと、自分の名前を呼ばれ
たら返事をしたり反応することなど、1人ひとりの発達に合った視点での参加を促
します。場の雰囲気に合わせること(お喋りを控える、声の大きさを調節するな
ど)もできるよう、事前の約束(どう振る舞えば良いかを伝える)をし、できたら褒
めて定着を図ります。

音楽を聴きながら、スポンジで体をこすってマッサージをします。感覚を刺激す
るだけでなく、関わりを楽しんでもらうためのスキンシップの時間ともしていま
す。また、言葉をかけながら行うことで、身体の部位の名前を覚えてもらった
り、自分の身体のイメージを持てるようにします。

歩く、走る、跳ぶなどの基本的な動作の中で身体の使い方を覚えたり、職員やお
友達の動きを見て真似をするなどして楽しく身体を動かします。また、ルール(順
番など)の中で活動することで、気持ちをコントロールする力を育みます。

食べることを楽しんでもらう中で、よく噛んで食べることや発達に合った食具の
使い方、食事の際の基本的なマナー(手洗いや挨拶含む)などを教えます。また、
食の好みを捉えて必要な意思表示の仕方を教えたり、準備や後片付けなどを通し
て自立心を育みます。

サーキット運動や散歩、バランスボール、ボール、風船、粘土、絵の具、制作、
新聞紙、楽器、その他さまざまな道具を使った遊びや巧緻動作課題などを行いま
す。
楽しみ方を覚えて好きな遊びを増やしたり、身体の使い方を覚えるほか、小集団
での活動を通してともに楽しむ経験を積み、コミュニケーション力の向上や言葉
の発達を促します。

運動・感覚
認知・行動
言語・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ



その他

主な行事等 活動参観　買い物活動　遠足　クリスマス会　卒園式　など

・ペアレントプログラムなどの保護者向け研修の案内、奨励
・親子で参加できる行事の企画
・家族、きょうだいを含めた面談、家庭でできる関わり方の提案、ご家族同士のコミュニティづく
り
・就労などによる預かりニーズへの対応(延長支援)

・就学、進級期、他事業所への移行・併行利用など、ライフステージの切り替えを見据えた相談援
助
・(併行利用をしている場合)支援内容の共有や利用日数などの調整

・各関係機関との連携
・関係者会議や南会津地方地域自立支援協議会、特別支援教育体制促進協議会などへの参画

身支度や排泄などにおいて、自分でできることを少しずつ増やしていけるよう丁
寧に教えます。
自由遊びの時間を通して好きな遊びや遊び方の傾向、苦手なこと、行動の癖など
を捉え、お子さんがそれぞれ言葉やジェスチャーで自分の気持ちを表現したり、
お友達や職員とのやりとりを楽しむ経験が積めるようにします。

健康・生活
運動・感覚
認知・行動
言語・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
人間関係・社会性

職員の質の向上 発達障がいなどの理解や対応、虐待防止、感染症対策、ペアレントプログラムなどの研修への参加

家族支援

移行支援

地域交流・地域連携



作成日

8 時 30 分から 17 時 00 分まで

( 14 時 00 分から 17 時 00 分まで)

発達支援センターみなみあいづ　ひかり園 ＜放課後等デイサービス＞

支援プログラム

令和8年4月1日

法人理念
地域社会の委託に応え、地域社会で求められる社会福祉領域に参加し、地域社会で弱い立場で生活する人たち
と連帯し共生して相互に人間形成と社会参加を支援し、ともに連帯して豊かな社会形成を目的とする。

支援方針

・児童が日常生活における基本的動作及び知識技能を習得し、並びに集団生活に適応することができるよう、
その児童の心身の特性を踏まえて、その有する能力に応じて、適切な日中活動、日常生活上の支援を行う。
・児童及び保護者の意思及び人格を尊重し、常に児童及び保護者の立場に立って支援の提供を行う。
・児童の人権擁護、虐待防止等のため、必要な体制の整備を行うとともに、職員に対して研修を実施する等の
措置を講じる。
・地域との結び付きを重視し、関係市町村、他の障害児通所支援事業所、地域の保健・医療・福祉・教育サー
ビス等との綿密な連携を図り、総合的な支援の提供に努める。
・定期的に提供する障害児通所支援の質の評価を行い、より良い支援が提供できるよう常にその改善を図る。

営業時間

送迎実施の有無

田島小、田島二小、
みなみあいづ支援学校
への迎えのみ対応(サービス提供時間)

学習支援
課題療育

認知・行動
言語・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

学校の宿題ヘの取り組みをサポートしたり、さまざまな道具を使った遊びや巧緻動作
課題などを行います。

プログラム 5領域との関連性 支援内容

着席活動
(始まりの会)
(お帰りの会)

運動・感覚
認知・行動
言語・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

着席への適応やその様子(姿勢、態度)、お話する人に注目すること、話を聞いて捉え
ること、1日のプログラムを確認して見通しを持つこと、自分の名前を呼ばれたら返事
をしたり反応することなど、1人ひとりの発達に合った視点での参加を促します。場の
雰囲気に合わせること(お喋りを控える、声の大きさを調節するなど)もできるよう、
事前の約束(どう振る舞えば良いかを伝える)をし、できたら褒めて定着を図ります。

おやつ
健康・生活
認知・行動

食べることを楽しんでいただく中で、よく噛んで食べることや、食事の際の基本的な
マナー(手洗いや挨拶含む)などを教えます。また、食の好みを捉えて必要な意思表示
の仕方を教えたり、準備や後片付けなどを通して自立心を育みます。

小集団活動

運動・感覚
認知・行動
言語・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

人間関係・社会性

園庭や遊戯室でのさまざまな道具(ボールやバット、バドミントンなど)を使った遊
び、カードゲームやボードゲームなどルールのある遊び、散歩、図書館や公園の利用
などを行います。さまざまな遊び方や過ごし方を経験するなかで、好きな遊びを増や
したり、場面やルールに合わせて行動を選ぶことや気持ちをコントロールする力を育
みます。
また、お友達とともにルールや楽しさ、悔しさを共有するなかで、共感力や言葉にす
る力、表現する力の向上を図ります。

その他

健康・生活
運動・感覚
認知・行動
言語・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
人間関係・社会性

排泄や着替え、清潔、物の管理、整頓などの身の回りのことについて、お子さんの特
性と発達段階に合った適切な自己処理方法を教え、概念の獲得や行動の定着を図りま
す。
自由遊びの時間を通して好きな遊びや遊びかたの傾向、苦手なこと、行動の癖などを
捉え、お子さんがそれぞれ言葉やジェスチャーで自分の気持ちを表現したり、お友達
や職員とのやりとりを楽しむ経験が積めるようにします。

楽しんで身体を動かすことで、運動機能の発達や健康維持、リラクゼーションを図り
ます。また、ルール(順番など)の中で活動することで、気持ちをコントロールする力
を育みます。

運動・感覚
認知・行動

※体操
※ストレッチ
長期休業期間中のみ



地域交流・地域連携
・各関係機関との連携
・関係者会議や南会津地方地域自立支援協議会、特別支援教育体制促進協議会等への参画

職員の質の向上 発達障がい等の理解や対応、虐待防止、感染症対策、ペアレントプログラム等の研修への参加

主な行事等 買い物活動(年1回)

家族支援

・ペアレントプログラム等の保護者向け研修の案内、奨励
・親子で参加できる行事の企画
・家族、きょうだいを含めた面談、家庭でできる関わり方の提案、ご家族同士のコミュニティづくり
・就労等による預かりニーズへの対応(延長支援)

移行支援
・就学、進級期、他事業所への移行・併行利用等、ライフステージの切り替えを見据えた相談援助
・(併行利用をしている場合)支援内容の共有や利用日数等の調整


